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(57)【要約】
【課題】高解像度の３次元画像を効果的に表示すると共
に、全体的な厚さをスリム化した有機発光表示装置を提
供する。
【解決手段】本発明の実施形態による有機発光表示装置
は、基板本体と、前記基板本体上に形成された複数の有
機発光素子と、前記基板本体上に形成され、前記複数の
有機発光素子をカバーする封止薄膜と、前記複数の有機
発光素子の間の境界領域上に形成された視差隔壁層とを
含む。前記複数の有機発光素子のいずれか一つの有機発
光素子は、隣接する有機発光素子のいずれか一つ以上と
異なる色の光を放出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板本体と、
　前記基板本体上に形成された複数の有機発光素子と、
　前記基板本体上に形成され、前記複数の有機発光素子をカバーする封止薄膜と、
　前記複数の有機発光素子の間の境界領域上に形成された視差隔壁層とを含む有機発光表
示装置。
【請求項２】
　前記複数の有機発光素子のいずれか一つの有機発光素子は、隣接する有機発光素子のい
ずれか一つ以上と異なる色の光を放出する、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から放出した光が形成する画像に視差を発
生させる、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記視差隔壁層は、遮光成分を含む有機層及び無機層のいずれか一つで形成される、請
求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から０．１μｍ～１０μｍ範囲内の距離を
置いて離隔した、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記封止薄膜と前記視差隔壁層とは一体に形成される、請求項１乃至５のいずれか一項
に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記封止薄膜は、０．１μｍ～１０μｍ範囲内の厚さを有する、請求項６に記載の有機
発光表示装置。
【請求項８】
　前記封止薄膜は、複数の無機層が積層された多層構造に形成される、請求項６に記載の
有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記無機層は、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＳｉＯ
Ｎ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形成される、
請求項８に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記視差隔壁層は、前記複数の無機層の間に配置される、請求項８に記載の有機発光表
示装置。
【請求項１１】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から最も遠く離れた最上層の上に配置され
る、請求項８に記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記封止薄膜は、複数の無機層と複数の有機層とが交互的に積層された多層構造に形成
される、請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記無機層は、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＳｉＯ
Ｎ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形成され、
　前記有機層はポリマー系の材料で形成される、請求項１２の記載の有機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記視差隔壁層は、前記複数の無機層と有機層との間に配置される、請求項１２に記載
の有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から最も遠く離れた最上層の上に配置され
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る、請求項１２に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関し、より詳しくは、高解像度の３次元画像を効果的に
表示できる有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ ｄ
ｉｓｐｌａｙ）は自発光特性を有し、液晶表示装置とは異なって別途の光源を要しないの
で、厚さと重量を減らすことができる。また、有機発光表示装置は、低い消費電力、高い
輝度、及び高い反応速度などの高品質特性を示すので、携帯用電子機器の次世代表示装置
として注目されている。
【０００３】
　最近では、３次元画像をさらに実感できるように表示する表示装置に対する需要が増加
している。３次元画像は、表示装置を見る使用者の左眼と右眼とがそれぞれ認識する画像
が互いに分離されて見えるようにする方法によって表示できる。つまり、表示装置が表わ
す画像に視差を生じて３次元画像を実現することができる。
【０００４】
　したがって、有機発光表示装置で３次元画像を効果的に表示するために、有機発光素子
をカバーするガラス基板上にＴＮ型液晶（ＴＮ　ｍｏｄｅ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａ
ｌ）を配置するか、またはガラス基板上に隔壁を形成して視差を発生させた。
【０００５】
　しかし、液晶を利用した構成は、光が液晶層を通過する過程で透過率が低下する問題点
がある。したがって、有機発光表示装置の全体的な輝度が低下する。また、有機発光表示
装置の大きさが大型化するほど液晶を利用した方法は製造工程が複雑になって生産性が落
ちる。そして、有機発光表示装置の全体的な厚さが過度に厚くなって、薄形化を要求する
使用者の嗜好を満足させることが困難である。
【０００６】
　また、ガラス基板上に隔壁を形成した構成は、液晶を利用した構成に比べて相対的に有
機発光表示装置の厚さを薄くすることはできるが、ガラス基板の厚さに隔壁の厚さが加え
られるので、有機発光表示装置の全体的な厚さが厚くなることは避けられない。
【０００７】
　有機発光表示装置の全体的な大きさ及び有機発光表示装置が画像を表示する最小単位で
ある画素の大きさなど色々な条件に応じて、３次元画像を効果的に形成するために隔壁は
有機発光素子から所定の距離を置いて離隔しなければならない。しかし、ガラス基板上に
隔壁を形成するとき、隔壁と有機発光素子との間の距離を適切に調節し難いという問題点
もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記した問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、高解像度の
３次元画像を効果的に表示すると共に、全体的な厚さをスリム化した有機発光表示装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施形態による有機発光表示装置は、基板本体と、前記基板本体上に形成され
た複数の有機発光素子と、前記基板本体上に形成され、前記複数の有機発光素子をカバー
する封止薄膜と、前記複数の有機発光素子の間の境界領域上に形成された視差隔壁層とを
含む。
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【００１０】
　前記複数の有機発光素子のいずれか一つの有機発光素子は、隣接する有機発光素子のい
ずれか一つ以上と異なる色の光を放出することができる。
【００１１】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から放出した光が形成する画像に視差を生
じさせることができる。
【００１２】
　前記視差隔壁層は、遮光成分を含む有機層及び無機層のいずれか一つで形成できる。
【００１３】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から０．１μｍ～１０μｍ範囲内の距離を
置いて離隔することができる。
【００１４】
　前記有機発光表示装置において、前記封止薄膜と前記視差隔壁層とは一体に形成するこ
とができる。
【００１５】
　前記封止薄膜は、０．１μｍ～１０μｍ範囲内の厚さを有することができる。
【００１６】
　前記封止薄膜は、複数の無機層が積層された多層構造に形成することができる。
【００１７】
　前記無機層は、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＳｉＯ
Ｎ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形成すること
ができる。
【００１８】
　前記視差隔壁層は、前記複数の無機層の間に配置できる。
【００１９】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から最も遠く離れた最上層の上に配置でき
る。
【００２０】
　また、前記封止薄膜は、複数の無機層と複数の有機層とが交互的に積層された多層構造
に形成できる。
【００２１】
　前記無機層は、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＳｉＯ
Ｎ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形成され、前
記有機層は、ポリマー系の材料で形成することができる。
【００２２】
　前記視差隔壁層は、前記複数の無機層及び有機層の間に配置することができる。
【００２３】
　前記視差隔壁層は、前記複数の有機発光素子から最も遠く離れた最上層の上に配置する
ことができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、有機発光表示装置は、３次元画像を効果的に表示すると共に、全体的
な厚さをスリム化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１実施形態による有機発光表示装置の断面図である。
【図２】図１の有機発光表示装置の画素回路を示す配置図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置の断面図である。
【図５】本発明の第３実施形態による有機発光表示装置の断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２６】
　添付した図面を参照しながら、本発明の種々の実施形態について本発明が属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は種
々の相異な形態で実現でき、ここで説明する実施形態らに限られない。
【００２７】
　また、種々の実施形態において、同一の構成を有する構成要素については同一の符号を
付け、代表的に第１実施形態で説明し、その他の第２実施形態では第１実施形態とは異な
る構成についてのみ説明する。
【００２８】
　本発明を明確に説明するために説明と関係のない部分は省略し、明細書の全体にわたっ
て同一または類似する構成要素については同一の参照符号を付けた。
【００２９】
　また、図面に示した各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために任意で表したので
、本発明が必ずしも図示されたものに限定されることではない。
【００３０】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表すために厚さを拡大して示した。また、説
明の便宜上、一部の層及び領域の厚さを誇張して表示した。層、膜、領域、板などの部分
が他の部分「の上」に、または「上」にあるとするとき、これは他の部分の「すぐ上」に
ある場合だけでなく、その中間にまた他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の
部分の「すぐ上」にあるというときには、中間に他の部分がないことを意味する。
【００３１】
　以下、図１乃至図３を参照して、本発明の第１実施形態について説明する。
【００３２】
　図１に示したように、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置１０１は、表示基
板１１０、封止薄膜２１０、及び視差隔壁層２２０を含む。
【００３３】
　表示基板１１０は、基板本体１１１、基板本体１１１上に形成された駆動回路部ＤＣ、
及び有機発光素子７０を含む。有機発光素子７０は光を放出する有機発光層７２０（図３
に図示）を有して画像を表示し、駆動回路部ＤＣは有機発光素子７０を駆動する。有機発
光素子７０及び駆動回路部ＤＣは、図１乃至図３に示された構造に限定されず、有機発光
素子７０が光を放出して画像を表示する方向により、当該技術分野の専門家が容易に変形
して実施できる範囲内で多様な構造に形成可能である。
【００３４】
　また、有機発光表示装置１０１は複数の画素によって画像を表示する。ここで、画素は
画像を表示する最小単位をいう。表示基板１１０には、各画素に一つ以上ずつ形成された
複数の有機発光素子７０が形成される。
【００３５】
　複数の有機発光素子７０のいずれか一つの有機発光素子７０ｂは、隣接する有機発光素
子７０ａ、７０ｃのいずれか一つ以上と異なる色の光を放出する。つまり、互いに異なる
色の光を放出する有機発光素子７０ａ、７０ｂ、７０ｃは、列方向及び行方向のいずれか
一つ以上の方向に沿って交互的に配列されることができる。図１では、複数の有機発光素
子７０のうち、赤色光を放出する有機発光素子７０ａ、緑色光を放出する有機発光素子７
０ｂ、及び青色光を放出する有機発光素子７０ｃが行方向に沿って交互的に配列されてい
る。
【００３６】
　封止薄膜２１０は、複数の無機層２１１、２１２、２１３、２１４が積層された多層構
造に形成される。ここで、無機層２１１、２１２、２１３、２１４は、Ａｌ２Ｏ３、Ｔｉ
Ｏ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＳｉＯＮ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ

２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形成される。
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【００３７】
　封止薄膜２１０は、有機発光素子７０を保護し、有機発光素子７０に水分または酸素が
侵入することを防止する。封止薄膜２１０は、有機発光表示装置１０１に一般に要求され
る１０Ｅ－６ｇ／ｍ２／ｄａｙ以下の透湿度（Ｗａｔｅｒ　Ｖａｐｏｒ　Ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　Ｒａｔｅ；ＷＶＴＲ）条件を満足させなければならない。
【００３８】
　また、図１において、封止薄膜２１０は４つの無機層２１１、２１２、２１３、２１４
で形成されるが、本発明の第１実施形態がこれに限定されることではない。したがって、
封止薄膜２１０は必要に応じて２つ以上の種々の無機層で多様に形成できる。
【００３９】
　視差隔壁層２２０は、複数の有機発光素子７０間の境界領域上に形成される。そして、
視差隔壁層２２０は、複数の有機発光素子７０から放出した光が形成する画像に視差を発
生させる。つまり、視差隔壁層２２０によって有機発光表示装置１０１が表示する画像は
視差を有するようになる。このように、視差隔壁層２２０を有する有機発光表示装置１０
１を見る使用者は、左眼と右眼を通じ互いに分離されて見られる画像をそれぞれ認識する
ようになる。これにより、有機発光表示装置１０１は使用者に３次元画像を提供する。
【００４０】
　視差隔壁層２２０は、遮光成分を含む有機層及び無機層のいずれか一つに形成すること
ができる。つまり、視差隔壁層２２０はカーボンブラックやチタニウムオキサイドなどの
ような顔料が添加された有機物から形成されるか、またはクロム、クロムオキサイド、ク
ロムナイトライド、及びその他の金属酸化物などを含む無機物から形成できる。
【００４１】
　視差隔壁層２２０は、適切な視差を発生させるために、複数の有機発光素子７０と予め
設定された範囲内の距離を置いて離隔する。ここで、予め設定された範囲は０．１μｍよ
り大きいか、または同一であり、１０μｍより小さいか、または同一である。視差隔壁層
２２０と複数の有機発光素子７０と間の距離が０．１μｍより小さいと、視差隔壁層２２
０が適切な視差を発生させることが困難である。一方、視差隔壁層２２０と複数の有機発
光素子７０と間の距離が１０μｍより大きいと、有機発光表示装置１０１の全体的な厚さ
が過度に厚くなる問題点がある。したがって、視差隔壁層２２０と複数の有機発光素子７
０との間の距離は、０．１μｍ～１０μｍ範囲内で有機発光表示装置１０１の全体的な大
きさ及び画素の大きさなどを考慮して適切な長さを有する。
【００４２】
　また、図１に示したように、本発明の第１実施形態では、視差隔壁層２２０が封止薄膜
２１０と一体に形成される。しかし、視差隔壁層２２０は封止薄膜２１０と一体に形成さ
れなくても良く、視差隔壁層２２０は封止薄膜２１０と別個に形成できる。
【００４３】
　視差隔壁層２２０は、封止薄膜２１０の種々の無機層２１１、２１２、２１３、２１４
の間に配置される。つまり、視差隔壁層２２０は、封止薄膜２１０の種々の無機層２１１
、２１２、２１３、２１４を形成する過程中に形成され、最終的に視差隔壁層２２０と封
止薄膜２１０とは同時に完成される。視差隔壁層２２０が有機発光素子７０から離隔しな
ければならない距離を考慮して、封止薄膜２１０の種々の無機層２１１、２１２、２１３
、２１４のいずれの無機層２１２、２１３の間に視差隔壁層２２０を形成するのか決定す
ることができる。つまり、視差隔壁層２２０と有機発光素子７０との間の距離を必要に応
じて調節可能である。
【００４４】
　また、視差隔壁層２２０と一体に形成された封止薄膜２１０は０．１μｍ～１０μｍの
範囲内に属する全体厚さを有する。したがって、視差隔壁層２２０と有機発光素子７０と
の間の距離も０．１μｍ～１０μｍ範囲内で調節できる。また、封止薄膜２１０の全体厚
さが０．１μｍより小さいと、有機発光表示装置１０１に一般に要求される１０Ｅ－６ｇ
／ｍ２／ｄａｙ以下の透湿度条件を満足することが困難であり、１０μｍより大きいと、
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有機発光表示装置１０１の全体的な厚さが過度に厚くなる問題点がある。
【００４５】
　このような構成により、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置１０１は３次元
画像を効果的に表示すると共に、全体的な厚さをスリム化することができる。
【００４６】
　つまり、有機発光表示装置１０１は、使用者が左眼と右眼を通じて互いに分離されて見
られるように画像を表示することができる。また、封止薄膜２１０によって有機発光素子
７０をカバーするので、有機発光表示装置１０１の全体的な厚さをスリム化することがで
きる。
【００４７】
　また、視差を形成する視差隔壁層２２０が有機発光素子７０から離れた離隔距離を容易
に調節することができる。したがって、有機発光表示装置１０１の全体的な大きさまたは
有機発光表示装置１０１が有する画素の大きさにより、適切な視差を形成するように視差
隔壁層２２０の位置を調節して形成することができる。
【００４８】
　以下、図２及び図３を参照して、有機発光表示装置１０１の内部構造について詳細に説
明する。図２は、表示基板１１０を中心に画素の構造を示す配置図であり、図３は、図２
のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って表示基板１１０と封止薄膜２１０とを共に示す断面図である
。
【００４９】
　図２及び図３に示したように、表示基板１１０は、一つの画素ごとにそれぞれ形成され
たスイッチング薄膜トランジスタ１０、駆動薄膜トランジスタ２０、蓄電素子８０、及び
有機発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ
）７０を含む。ここで、スイッチング薄膜トランジスタ１０、駆動薄膜トランジスタ２０
、及び蓄電素子８０を含む構成を駆動回路部ＤＣという。表示基板１１０は、一方向に沿
って配置されるゲートライン１５１、ゲートライン１５１と絶縁交差するデータライン１
７１、及び共通電源ライン１７２をさらに含む。ここで、一つの画素は、ゲートライン１
５１、データライン１７１、及び共通電源ライン１７２を境界として定義できるが、必ず
しもこれらに限定されることではない。
【００５０】
　有機発光素子７０は、画素電極７１０、画素電極７１０の上に形成された有機発光層７
２０、及び有機発光層７２０の上に形成された共通電極７３０を含む。ここで、画素電極
７１０は、正孔注入電極の正（＋）極であり、共通電極７３０は電子注入電極の負（－）
極となる。しかし、本発明の第１実施形態が必ずしもこれに限定されることではなく、有
機発光表示装置１０１の駆動方法により、画素電極７１０が負極となり、共通電極７３０
が正極となることも可能である。画素電極７１０及び共通電極７３０からそれぞれ正孔と
電子が有機発光層７２０の内部に注入される。注入された正孔と電子とが結合したエキシ
トン（ｅｘｃｉｔｏｎ）が励起状態から基底状態に落ちる際に発光が行われる。
【００５１】
　また、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置１０１における有機発光素子７０
は、封止薄膜２１０の方向に光を放出する。つまり、有機発光素子７０は前面発光型であ
る。ここで、有機発光素子７０が封止薄膜２１０の方向に光を放出するために、画素電極
７１０には反射型電極が用いられ、共通電極７３０には透過型または半透過型電極が用い
られる。
【００５２】
　蓄電素子８０は、層間絶縁膜１６０を介在して配置された一対の蓄電板１５８、１７８
を含む。ここで、層間絶縁膜１６０は誘電体となる。蓄電素子８０で蓄電された電荷と両
電荷板１５８、１７８の間の電圧によって蓄電容量が決定される。
【００５３】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、スイッチング半導体層１３１、スイッチングゲ
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ート電極１５２、スイッチングソース電極１７３、及びスイッチングドレイン電極１７４
を含む。駆動薄膜トランジスタ２０は、駆動半導体層１３２、駆動ゲート電極１５５、駆
動ソース電極１７６、及び駆動ドレイン電極１７７を含む。
【００５４】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、発光させようとする画素を選択するスイッチン
グ素子として用いられる。スイッチングゲート電極１５２はゲートライン１５１に接続さ
れる。スイッチングソース電極１７３はデータライン１７１に接続される。スイッチング
ドレイン電極１７４はスイッチングソース電極１７３から離隔して配置され、いずれか一
つの蓄電板１５８に接続される。
【００５５】
　駆動薄膜トランジスタ２０は、選択された画素内の有機発光素子７０の有機発光層７２
０を発光させるための駆動電源を画素電極７１０に印加する。駆動ゲート電極１５５は、
スイッチングドレイン電極１７４と接続された蓄電板１５８と接続される。駆動ソース電
極１７６及び他の一つの蓄電板１７８はそれぞれ共通電源ライン１７２と接続される。駆
動ドレイン電極１７７はコンタクトホール（ｃｏｎｔａｃｔ　ｈｏｌｅ）によって有機発
光素子７０の画素電極７１０と接続される。
【００５６】
　このような構造により、スイッチング薄膜トランジスタ１０は、ゲートライン１５１に
印加されるゲート電圧によって作動して、データライン１７１に印加されるデータ電圧を
駆動薄膜トランジスタ２０に伝達する役割を果たす。共通電源ライン１７２から駆動薄膜
トランジスタ２０に印加される共通電圧と、スイッチング薄膜トランジスタ１０から伝え
られたデータ電圧との差に相当する電圧が蓄電素子８０に保存され、蓄電素子８０に保存
された電圧に対応する電流が駆動薄膜トランジスタ２０を通じて有機発光素子７０に流れ
、有機発光素子７０が発光するようになる。
【００５７】
　有機発光素子７０の上に、図３に示したように封止薄膜２１０が形成される。封止薄膜
２１０は複数の無機層２１１、２１２、２１３、２１４を含み、無機層２１１、２１２、
２１３、２１４の間の一領域には形成された視差隔壁層２２０となる。
【００５８】
　以下、図４を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。
【００５９】
　図４に示したように、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０２は、複数の
無機層３１２、３１４と複数の有機層３１１、３１３とが交互的に積層された多層構造に
形成された封止薄膜３１０を含む。
【００６０】
　無機層３１２、３１４は、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、ＺｒＯ、ＳｉＯ２、ＡｌＯＮ、Ａｌ
Ｎ、ＳｉＯＮ、Ｓｉ３Ｎ４、ＺｎＯ、及びＴａ２Ｏ５のいずれか一つ以上を含む材料で形
成され、有機層３１１、３１３はポリマー系の材料で形成される。ここで、ポリマー系の
材料は、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリイミド、及びポリエチレンなどを含む。
【００６１】
　このように形成された、封止薄膜３１０の作用効果について具体的に説明すると、薄膜
の密度が相対的に緻密に形成された無機層３１２、３１４が一次的に水分または酸素の浸
透を抑制する。大部分の水分及び酸素は、無機層３１２、３１４によって有機発光素子７
０への浸透が遮断される。
【００６２】
　無機層３１２、３１４を通過した極少量の水分及び酸素は、２次的に有機層３１１、３
１３によって遮断される。有機層３１１、３１３は、無機層３１２、３１４に比べ相対的
に透湿防止効果は少ない。しかし、有機層３１１、３１３は透湿抑制以外に無機層３１２
、３１４の間で有機発光表示装置１０２の曲がりによる各層３１１、３１２、３１３、３
１４の間の応力を減らす緩衝層としての役割も共に行う。つまり、有機層３１１、３１２
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なしに無機層３１２、３１４だけが積層される場合、有機発光表示装置１０２が曲がるこ
とにより無機層３１２、３１４の間に応力が発生し、この応力のため封止薄膜３１０が損
傷して封止薄膜３１０の透湿防止機能が顕著に低下する恐れがある。このように、有機層
３１１、３１３は透湿抑制と共に緩衝層の役割を果たすことにより、封止薄膜封止３１０
が安定的に水分または酸素の浸透を防止できるようにする。
【００６３】
　また、図４において、封止薄膜３１０は、２つの無機層３１２、３１４及び２つの有機
層３１１、３１３で形成されるが、本発明の第２実施形態がこれに限定されることではな
い。したがって、封止薄膜３１０は、必要に応じて２つ以上の種々の無機層及び有機層で
多様に形成することができる。また、封止薄膜３１０を構成する各層の配列順序も多様に
することができる
【００６４】
　視差隔壁層３２０は、無機層３１２、３１４及び有機層３１１、３１３の間に配置され
る。また、視差隔壁層３２０と同一層には、視差隔壁層３２０が形成されない空間を埋め
る充填層３２５をさらに含む。しかし、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１
０２はこれに限定されず、充填層３２５は省略可能である。
【００６５】
　充填層３２５は、隣接した無機層３１２及び有機層３１３と相対的に類似する屈折率を
有する。つまり、無機層３１２及び有機層３１３と空気とが有する屈折率の差よりも、無
機層３１２及び有機層３１３と充填層３２５とが有する屈折率の差が少ない。したがって
、封止薄膜３１０を通過する光の損失を減少させることができる。
【００６６】
　視差隔壁層３２０は、遮光成分を含む有機層及び無機層のいずれか一つで形成できる。
つまり、視差隔壁層３２０は、カーボンブラックやチタニウムオキサイドなどのような顔
料が添加された有機物で形成されるか、または、クロム、クロムオキサイド、クロムナイ
トライド、及びその他の金属酸化物などを含む無機物で形成できる。
【００６７】
　このような構成により、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０２も３次元
画像を効果的に表示すると共に、全体的な厚さをスリム化することができる。
【００６８】
　また、封止薄膜３１０を、複数の無機層３１２、３１４と複数の有機層３１１、３１３
とを交互的に積層して形成するので、封止薄膜３１０の種々の層３１１、３１２、３１３
、３１４の間で発生した応力による封止薄膜３１０の損傷を防止することができる。した
がって、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０２は、さらに安定的に有機発
光素子７０を保護することができる。
【００６９】
　また、視差隔壁層３２０と同一層には、視差隔壁層３２０が形成されない空間を埋める
充填層３２５が形成され、封止薄膜３１０を通過する光の損失を減少させることができる
。
【００７０】
　以下、図５を参照して本発明の第３実施形態について説明する。
【００７１】
　図５に示したように、本発明の第３実施形態による有機発光表示装置１０３は、視差隔
壁層４２０が封止薄膜４１０の上に形成される。つまり、封止薄膜４１０は種々の層４１
１、４１２、４１３、４１４を含み、視差隔壁層４２０は封止薄膜４１０の種々の層４１
１、４１２、４１３、４１４のうち有機発光素子７０から最も遠く離れた最上層４１４の
上に配置される。
【００７２】
　本発明の第３実施形態において、封止薄膜４１０は複数の無機層が積層された多層構造
に形成でき、複数の無機層と複数の有機層とが交互的に積層された多層構造に形成される
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【００７３】
　このような構成により、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０３も３次元
画像を効果的に表示すると共に、同時に全体的な厚さをスリム化することができる。
【００７４】
　また、封止薄膜４１０をさらに安定的に形成することができる。つまり、視差隔壁層４
２０が封止薄膜４１０の内部に形成される場合には、視差隔壁層４２０によって封止薄膜
４１０の透湿防止機能が低下する恐れがある。しかし、視差隔壁層４２０を封止薄膜４１
０の最上層４１４の上に形成すれば、封止薄膜４１０の透湿防止機能が低下することを防
止することができる。また、封止薄膜４１０と視差隔壁層４２０とを一体に形成すること
が容易であるので、有機発光表示装置１０３の全体的な生産性が向上する。
【００７５】
　上述のように、本発明について好ましい実施形態を通じて説明したが、本発明はこれら
に限定されず、次に記載する特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正
及び変形が可能であることを本発明が属する技術分野における者であれば容易に理解する
はずである。
【符号の説明】
【００７６】
　２０　駆動薄膜トランジスタ
　７０、７０ａ、７０ｂ、７０ｃ　有機発光素子
　１０１　有機発光表示装置
　１１０　表示基板
　１１１　基板本体
　２１０　封止薄膜
　２１１、２１２、２１３、２１４　無機層
　２２０　視差隔壁層
　７２０　有機発光層 
　ＤＣ　駆動回路部
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